
男
女
会
員
募
集
中

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個
人

情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲
載
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目
的
以
外

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
中
日
新
聞

販
売
店
が
お
届
け
し
ま
す
。

守
山
警
察
署
管
内
で
は
、

こ
と
し
１
〜
10
月
に
特
殊
詐

欺
被
害
が
52
件
発
生
し
、
愛

知
県
内
で
〝
ワ
ー
ス
ト
３

位
〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
多
発
し
て
い
る
特

殊
詐
欺
の
手
口
を
確
認
し
、

ま
た
不
審
な
電
話
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
警
察
や
家
族
に
相
談

し
て
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
守
山
警
察
署
管
内
で
発

生
し
た
特
殊
詐
欺
被
害
ラ
ン

キ
ン
グ
】
※
こ
と
し
１
〜
10

月
の
件
数

①
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
17

件
＝
親
族
や
警
察
官
、
弁
護

士
な
ど
を
か
た
り
、
示
談
金

と
い
っ
た
名
目
で
金
銭
な
ど

を
だ
ま
し
取
る
。

②
「
架
空
料
金
請
求
詐

欺
」
15
件
＝
未
払
い
の
料
金

が
あ
る
と
い
っ
た
架
空
の
口

実
で
、
金
銭
な
ど
を
だ
ま
し

取
る
。

③
「
預
貯
金
詐
欺
」
８
件

＝
親
族
や
警
察
官
、
銀
行
協

会
職
員
を
か
た
る
人
物
が

「
あ
な
た
の
口
座
が
犯
罪
に

利
用
さ
れ
て
い
る
」
「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
換
が
必

要
」
な
ど
と
言
っ
て
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
預
貯
金
通
帳
を

だ
ま
し
取
る
。

【
さ
ら
に
…
】

国
際
電
話
番
号
「
＋
」
か

ら
始
ま
る
番
号
（
＋
１
、
＋

33
な
ど
）
に
よ
る
特
殊
詐
欺

被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

国
際
電
話
の
着
信
・
発
信
を

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
「
国

際
電
話
利
用
休
止
」
（
無

料
）
が
お
す
す
め
で
す
。

詳
細
は
守
山
警
察
署
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

愛
知
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

地
域
で
多
い
特
殊
詐
欺
の
手
口
を
知
っ
て
、被
害
に
遭
わ
な
い
で
！

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
」

を
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
無
料

◇
し
だ
み
健
康
サ
ロ
ン
〜
ち

ょ
っ
と
勉
強
、
か
る
く
運
動
、

た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
〜

18
日
（
水
）
前
10
・
30
〜
正

午
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
「
呼

吸
の
大
切
さ
を
知
ろ
う
」
を
テ

ー
マ
に
、
ど
ん
な
運
動
に
ど
ん

な
効
果
が
あ
る
の
か
を
学
ん
で

軽
く
実
践
す
る
サ
ロ
ン
。
一
般

対
象
、
先
着
24
人
。
無
料

◇
な
る
ほ
ど
森
歩
き

21
日
（
土
）
前
10
〜
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
５

１
８
２
の
１
＝
植
物
園
展
示
館

前
集
合
☎
０
５
６
１
（
５
３
）
１

５
５
１
。
「
カ
ラ
フ
ル
か
も
!?
」

が
テ
ー
マ
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見

を
楽
し
も
う
と
す
る
催
し
。
親

子
・
一
般
対
象
。
※
当
日
受
け

付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料
（
た

だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と
し
て

大
人
一
人
２
２
０
円
要
）

◇
第
33
回
み
ん
な
の
が
ん
教

室

よ
く
生
き
る
た
め
に
考
え

る
死
生
観

22
日
（
日
）
後
２
〜
３
・
30

（
講
演
30
分
、
お
し
ゃ
べ
り
60

分
）
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
「
が

ん
哲
学
外
来
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ

ェ

シ
ャ
チ
ホ
コ
記
念
」
と
の

共
催
で
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
も

し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」
（
も
し
バ
ナ

＝
も
し
も
の
た
め
の
話
し
合

い
）
を
し
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
む
と
い
っ
た
催
し
。

一
般
対
象
、
先
着
30
人
。
無
料

◇
ラ
イ
麦
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
１
月
24
日
（
金
）
後
１
〜
２

・
30
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議

会
☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２
０

１
１
。
ラ
イ
麦
の
節
切
り
な
ど

を
体
験
で
き
る
催
し
。
は
さ
み

を
一
人
１
本
持
参
、
ま
た
「
事

前
に
参
加
希
望
の
連
絡
を
い
た

だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
」
と
の

こ
と
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
！

３
月
22
日
（
土
）
後
１
〜

３
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
２
（
７
９
１
）
７
１
６

１
。
洋
裁
講
師
・
古
谷
良
子
さ

ん
の
指
導
で
、
家
庭
用
ミ
シ
ン

と
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
を
使
っ
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
作
り
に
挑
戦
。
裁
縫
道

具
や
筆
記
用
具
、
飲
み
物
を
持

参
。
※
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
名
古
屋
市
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
）、
ま
た
は
往
復
は

が
き
（
一
人
一
通
の
み
有
効
）
で

受
け
付
け
。
往
復
は
が
き
は
往

信
裏
面
に
①
希
望
講
座
名
②
郵

便
番
号
・
住
所
③
参
加
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
、
学
年
も
）
④
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
６
７
、
守
山
３
の
２

の
６
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
宛
て
へ
。
２
月
28
日
（
金
、
必

着
）
締
め
切
り
、
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
小
学
４
年
生
〜
中

学
生
対
象
、
定

員
６
人
。
受
講

料
３
０
０
円
、

材
料
代
千
円

◇
守
山
区
女
性
会
「
作
品
発

表
会
」

16
日
（
月
）
後
１
・
30
〜
３

・
30
、
17
日
（
火
）
前
10
〜
後

３
、
守
山
区
役
所
３
階
講
堂
。

※
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
の
区

役
所
地
域
力
推
進
課
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
２
７
へ
。
同

会
会
員
が
手
が
け
た
生
け
花
や

書
画
、
リ
サ
イ
ク
ル
作
品
な
ど

を
展
示
。
一
般
対
象
。
無
料

◇
お
は
な
し
で
あ
そ
ぼ
う
☆

ス
タ
ー
ラ
イ
ト

18
日
（
水
）
前
10
・
30
〜

11
、
守
山
児
童
館
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
暗
闇

で
光
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
ブ

「
守
山
の
文
化
を
考
え
る

会
」
（
白
樺
八

代
表
）
は
先

月
14
日
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
舞
台

と
と
も
に
こ
の

ほ
ど
催
し
た
マ

ル
シ
ェ
の
売
上

金
７
万
円
を

「
水
源
の
森
と

八
竜
湿
地
を
守

る
会
」
（
田
京

弘
一
会
長
）
に

贈
っ
た
。

守
山
の
文
化

を
考
え
る
会
は

先
月
９
・
10
日
、

八
竜
緑
地
を
題

材
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
舞
台

「
ひ
び
き
あ
う
生い

の

ち命
」
（
本
紙

協
力
）
を
守
山
文
化
小
劇
場
で

上
演
。
ま
た
同
時
に
、
木
の
実
を

使
っ
た
リ
ー
ス
な
ど
作
家
が
手

が
け
た
作
品
の
マ
ル
シ
ェ
「
も

り
の
お
く
り
も
の
」
を
開
い
た
。

贈
呈
式
は
八
竜
湿
地
＝
大
森

八
龍
１
＝
の
木
道
で
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
ら
９
人
が
参

加
。
白
樺
代
表
が
、
同
緑
地
保

全
の
地
道
な
活
動
へ
の
感
謝
や

少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
―

の
思
い
を
込
め
た
と
い
う
封
筒

を
田
京
会
長
に
手
渡
し
た
。

「
あ
り
が
た
い
。
保
全
作
業

で
使
う
鎌
な
ど
は
、
す
ぐ
に
切

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
道
具

の
購
入
に
充
て
た
い
」
と
田
京

会
長
。
白
樺
代
表
は
「
多
く
の

方
に
八
竜
湿
地
を
知
っ
て
も
ら

い
、
寄
付
も
で
き
た
こ
と
は
企

画
と
し
て
大
成
功
だ
っ
た
と
思

う
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

「
水
源
の
森
と
八
竜
湿
地
を

守
る
会
」
は
１
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
半
〜
正
午
、
八
竜
緑

地
で
自
然
観
察
会
を
開
く
。
一

般
対
象
、
当
日
自
由
参
加
。

守
山
区
の
豊
か
な
自
然
に
親

し
も
う
と
す
る
「
守
山
自
然
ふ

れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」
（
実
行
委

員
会
事
務
局
・
区
役
所
地
域
力

推
進
課
）
の
活
動
の
一
つ
。
ま

た
、
記
念
品
が
も
ら
え
る
同
ス

ク
ー
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
対

象
事
業
に
も
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
冬
芽
と

葉よ
う

痕こ
ん

・
八
龍
神
社
参
拝
」
。
午

前
９
時
半
に
守
山
環
境
事
業
所

＝
弁
天
が
丘
＝
前
へ
集
合
、
小

雨
決
行
。
動
き
や
す
い
服
装
、

履
き
慣
れ
た
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
。
参
加
費
１

０
０
円
（
資
料
代
）
。

問
い
合
わ
せ
は
同
会
会
長
の

田
京
さ
ん
＝
携
帯
０
８
０
―
６

９
０
１
―
１
８
８
２
＝
へ
。

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い

の
催
し
「
フ
ル
ー
ツ
ふ
れ
あ
い

Ｄ
ａ
ｙ
」
が
21
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
半
ご
ろ
、
東

谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ

ー
ク
＝
上
志
段
味

東
谷
＝
で
開
か
れ

る
。
閉
園
時
間
は

午
後
４
時
半
。

旬
の
果
物
な
ど

「
今
月
の
く
だ
も

の
」
を
テ
ー
マ
に

毎
月
第
３
土
曜
開

催
、
同
園
の
恒
例

行
事
。
12
月
は
キ

ン
カ
ン
収
穫
体
験

（
１
カ
ッ
プ
＝
約

１
５
０
㌘
、
１
０

０
円
）
ほ
か
が
行

わ
れ
る
。

ま
た
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
リ

ー
ス
作
り
、
勾ま

が

玉た
ま

作
り
や
古
代

組
ひ
も
作
り
、
自
然
観
察
教
室
、

東
谷
山
古
墳
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な

ど
内
容
は
盛
り

だ
く
さ
ん
。
焼

き
芋
や
フ
ル
ー

ツ
バ
ー
と
い
っ

た
マ
ル
シ
ェ
も
催
さ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
＝
☎
０
５
２
（
７

３
６
）
３
３
４
４
＝
へ
。
各
イ

ベ
ン
ト
の
時
間
や
詳
細
は
同
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
り
）
で
も
紹
介

し
て
い
る
。

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
学
ぶ

な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
」
が

１
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時
半

〜
同
３
時
、
守
山
区
役
所
＝
小

幡
一
＝
講
堂
で
催
さ
れ
る
。

守
山
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
と
社
会
福
祉
協
議
会

が
主
催
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士

の
交
流
ほ
か
、
そ
の
メ
ン
バ
ー

ら
が
携
わ
る
活
動
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
さ
ま
ざ
ま

な
内
容
で
開
い
て
い
る
。

こ
と
し
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
家
族
と
友
人
を

つ
な
ぐ
会
」
に
よ
る
講
演
会
。

性
の
あ
り
方
の
多
様
化
が
進
む

い
ま
、
家
族
や
友
達
な
ど
身
近

に
い
る
か
も
し
れ
な
い
「
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
」
や
「
性
的
少
数
者
」
と

呼
ば
れ
る
人
た
ち
に
つ
い
て
の

正
確
な
知
識
を
伝
え
る
。

ま
た
会
場
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
た
ち
が
作
っ
た
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
や
ク
ッ
キ
ー
、
せ
っ
け

ん
な
ど
授
産
製
品
販
売
（
商
品

が
変
わ
る
場
合
あ
り
）
も
行

う
。
問
い
合
わ
せ
は
守
山
区
社

会
福
祉
協
議
会
＝
☎
０
５
２

（
７
５
８
）
２
０
１
１
＝
へ
。

参
加
申
し
込
み
は
12
月
26
日

（
木
）
か
ら
、
体
感
！
し
だ
み

古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
電
話

で
先
着
順
受
け
付
け
。
問
い
合

わ
せ
な
ど
は
同
館
＝
☎
０
５
２

（
７
３
９
）
０
５
２
０
＝
へ
。

庭
に
置
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
埴は

に

わ輪

を
作
っ
て
楽
し
む―

。
「
お
庭

に
埴
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
全

３
回
）
が
１
月
26
日
（
日
）
か

ら
、
体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
＝
上
志
段
味
前
山

＝
ほ
か
で
開
か
れ
る
。

同
館
（
２
・
３
回
目
会
場
）

と
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
（
初
回

会
場
）
＝
瀬
戸
市
＝
に
よ
る
協

同
企
画
。
定
員
20
人
、
参
加
費

は
３
日
間
分
で
３
千
円
。
日
程

や
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

１
月
26
日
「
埴
輪
と
焼
き
物

の
歴
史
を
学
ぼ
う

！
」
、
２
月
２
日

「
埴
輪
の
カ
タ
チ

を
作
ろ
う
！
」
、

３
月
２
日
「
埴
輪

に
色
づ
け
し
よ
う

！
」
。
い
ず
れ
も

日
曜
、
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
。
昼

食
は
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
。

フ
ァ
ン
待
望
の
「
中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
２

５
」
＝
写
真
＝
が
発
売
中
。
中

日
新
聞
販
売
店
で
注
文
・
購
入

す
る
と
高
橋
宏
投
手
の
特
典
ポ

ス
タ
ー
が
付
く
。

井
上
新
監
督
を
は
じ
め
、
小

笠
原
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
柳
、
藤

嶋
、
清
水
、
木
下
、
細
川
、
岡
林
、

石
川
、
村
松
、
福
永
ら
各
選
手
の

躍
動
し
た
試
合
中
の
ベ
ス
ト
シ

ョ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

サ
イ
ズ
は
縦
53
㌢
、

横
38
㌢
。
14
枚
組
み

（
表
紙
と
付
録
を
含

む
）
で
１
部
１
４
０
０

円
。
問
い
合
わ
せ
は
中

日
新
聞
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
＝
０
１
２
０―

４

５―

４
０
１
０
＝
へ
。 以前の「みんなのがん教室」

冬のビタミンは果物で―人気の収穫体験（以前）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
」

来
月
14
日

守
山
区
役
所
講
堂
で

「
お
庭
に
埴
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ほ
か
で

来月26日
から

自分だけの埴輪作り（昨年）

「
フ
ル
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
Ｄ
ａ
ｙ
」開
催

21
日

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

「
守
山
の
文
化
を
考
え
る
会
」が「
水
源

の
森
と
八
竜
湿
地
を
守
る
会
」に
寄
付

少しでもお役に立てば―マルシェの売上金を

「
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
２
５
」

中
日
新
聞
販
売
店
で
注
文
・
購
入
に
特
典
あ
り

湿
地
の
中
で
白

樺
代
表
（
右
）

が
田
京
会
長
へ

２０２４年（令和６年） １２月号 〔２〕




